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No.161 �   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動�

�「
２
０
１
４
交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会
」

９
月
19
日
午
後
０
時
15
分
か
ら
、
札
幌
市
の
「
か
で
る
ホ

ー
ル
」
で
、
関
係
機
関
・
団
体
等
か
ら
約
４
０
０
名
が
参
加

し
て
２
０
１
４
交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
交
通
事
故
多
発
期
間
に
重
点
事
項
を
定
め
、

全
国
一
斉
に
取
り
組
み
、
交
通
安
全
を
広
く
呼
び
か
け
る
運

動
で
、
９
月
21
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
行
わ
れ
る
「
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た

総
決
起
大
会
で
す
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
川
城
邦
彦
道
環
境
生
活
部
長
、
室

城
信
之
道
警
察
本
部
長
か
ら
、
日
頃
か
ら
の
熱
心
な
交
通
安

全
活
動
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
悲
惨
な
交
通
事
故
の
犠
牲

者
を
一
人
で
も
多
く
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
大
会
を
契

機
に
、
よ
り
一
層
の
交
通
安
全
運
動
の
展
開
を
図
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
来
賓
を
代
表
し
て
森
成

之
道
議
会
環
境
生
活
委
員
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。交

通
安
全
活
動
事
例
は
、
一
般
社
団
法
人
北
海
道
建
設
業

協
会
の
井
下
堅
一
様
と
、
株
式
会
社
ド
ー
コ
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ

デ
ザ
イ
ン
（
ポ
ロ
ク
ル
）
の
三
上
貴
史
様
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
発

表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
せ
ゝ
ら
ぎ
合
唱
団
に
よ
る
演
奏
の
後
、
勇
建
設

株
式
会
社
の
平
野
智
博
様
か
ら
、『
道
民
一
人
ひ
と
り
が
交

通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
強
く
持
ち
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
を
し
っ
か
り
守
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任
あ
る
行
動

を
実
践
す
る
』
と
の
交
通
安
全
宣
言
を
行
い
、
総
決
起
大
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜
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毎月 15 日は「道民交通安全の日」

夏
の
交
通
安
全
運
動 

�

「
道
民
の
集
い
」

７
月
10
日
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
前
庭
で
、

夏
の
交
通
安
全
運
動
「
道
民
の
集
い
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、「
夏
の
交
通
安
全
運
動
」

を
道
民
に
広
く
周
知
し
、
道
民
総
ぐ
る
み

で
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
交
通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
北
海

道
を
目
指
す
思
い
を
込
め
た
主
催
者
の
川

城
邦
彦
道
環
境
生
活
部
長
の
挨
拶
の
後
、

道
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
ミ
ニ
演
奏
会
を
行

い
ま
し
た
。

続
い
て
、
鉄
道
弘
済
会
札
幌
保
育
所
の

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
交
通
安
全
宣
言
し
、

本
委
員
会
吉
野
筆
頭
副
会
長
並
び
に
北
海

道
交
通
安
全
協
会
北
森
専
務
理
事
か
ら
夜

光
反
射
材
等
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
北
海
道
ハ
ー
レ
ー
警
ら
隊
に

よ
る
札
幌
市
内
パ
ト
ロ
ー
ル
の
出
発
式
を

行
い
、
松
井
副
隊
長
か
ら
交
通
安
全
の
呼

び
か
け
に
対
す
る
決
意
表
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

夏
の
交
通
安
全
運
動 

�

「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」

７
月
11
日
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
西
門
周
辺

で
、
夏
の
交
通
安
全
運
動
の
全
道
統
一
行

動
日
「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」
に
、
道
職
員

等
に
よ
る
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

街
頭
啓
発
で
は
、
交
通
安
全
の
ぼ
り
旗
、

手
旗
及
び
横
断
幕
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、

広
報
Ｃ
Ｄ
を
流
し
、
通
過
車
両
や
歩
行
者

に
対
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

第
13
回
「
バ
イ
ク
に
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ 

�

ｉ
ｎ
さ
っ
ぽ
ろ
」

７
月
13
日
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
前
で
、

日
本
二
輪
車
普
及
安
全
協
会
が
主
体
と
な

り
、
交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
道
内
で

も
二
輪
車
利
用
者
に
よ
る
交
通
事
故
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
１
件
で
も

交
通
事
故
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
、
二

輪
車
利
用
者
約
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
出
発
式
を
行
い
、

白
バ
イ
隊
に
よ
る
安
全
運
転
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
ア
ド
バ
イ
ス
、
代
表
者
に
よ
る
交
通
安

全
宣
言
の
後
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
前
を

出
発
し
、
札
幌
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

居
眠
り
事
故
防
止
街
頭
啓
発

７
月
14
日
、
岩
見
沢
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

下
り
線
で
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し

て
、
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

啓
発
は
、
道
民
一
人
ひ
と
り
が
安
全
運
転

を
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
同
乗
者
に
、
居
眠
り

防
止
グ
ッ
ズ
等
を
配
布
す
る
な
ど
、
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

赤
レ
ン
ガ
走
友
会 

�

「
第
27
回
１
０
０
キ
ロ
駅
伝
」

毎
年
７
月
に
会
員
の
親
睦
と
錬
成
の
た

め
、「
ニ
セ
コ
〜
赤
れ
ん
が
庁
舎
間

１
０
０
キ
ロ
駅
伝
」
を
実
施
し
、
今
年
で

27
回
目
を
数
え
ま
し
た
。
こ
の
駅
伝
は
、

赤
れ
ん
が
庁
舎
建
設
１
０
０
周
年
記
念
と

し
て
実
施
さ
れ
た
「
赤
れ
ん
が
１
０
０
年

祭
」
の
折
り
に
、
会
と
し
て
１
０
０
キ
ロ

を
１
０
０
年
間
走
り
つ
づ
け
よ
う
と
の
思
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発進は　チャイルドシートの　笑顔見て

い
で
始
め
た
も
の
で
す
。

本
年
は
、
７
月
27
日
、
全
員
が
交
通
安

全
ゼ
ッ
ケ
ン
を
着
用
し
、
ニ
セ
コ
山
系
の

麓
を
６
時
半
に
ス
タ
ー
ト
し
て
、
赤
れ
ん

が
庁
舎
ま
で
の
１
０
０
キ
ロ
を
、
途
中
中

山
峠
道
の
駅
で
交
通
安
全
の
啓
発
物
品
を

配
布
す
る
な
ど
、
交
通
安
全
啓
発
を
行
い

な
が
ら
リ
レ
ー
で
夕
方
４
時
頃
に
な
る
ゴ

ー
ル
を
目
指
し
て
走
り
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
根
絶
街
頭
啓
発

８
月
１
日
、
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
７

丁
目
「
さ
っ
ぽ
ろ
大
通
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
」

７
丁
目
会
場
内
で
、
関
係
機
関
・
団
体
と

と
も
に
、
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

来
場
し
た
方
々
に
、
飲
酒
運
転
根
絶
啓
発

う
ち
わ
等
を
配
布
し
、
飲
酒
運
転
根
絶
意

識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

バ
イ
ク
の
日
街
頭
啓
発

８
月
８
日
、
小
樽
市
の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー

ミ
ナ
ル
で
、
小
樽
市
を
始
め
、
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
来
道
し
た

ラ
イ
ダ
ー
に
三
角
フ
ラ
ッ
グ
や
啓
発
資
材

等
を
配
布
し
、
疲
れ
や
眠
気
を
感
じ
た
ら

休
憩
を
取
る
よ
う
安
全
運
転
を
呼
び
か
け

る
な
ど
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

世
代
間
交
通
安
全
交
流
事
業

こ
の
事
業
は
、
平
成
26
年
度
の
新
た
な

事
業
と
し
て
、
高
齢
者
を
始
め
、
子
ど
も

と
親
（
保
護
者
）
が
世
代
の
垣
根
を
越
え

て
相
手
へ
の
理
解
と
思
い
や
り
を
深
め
、

交
通
安
全
に
つ
い
て
「
自
ら
参
加
し
、
考

え
、
学
ぶ
」
と
い
う
趣
旨
で
、
９
月
９
日
、

北
見
交
通
安
全
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、
北
見

市
を
始
め
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
約
50
名
が
参
加
し
、
北
見
警

察
署
の
講
話
の
後
、
交
通
安
全
ク
イ
ズ
や

体
験
型
学
習
に
よ
る
交
流
な
ど
、
高
齢
者

を
始
め
、
子
ど
も
と
親
（
保
護
者
）
全
員

が
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
、
実
践
的
か
つ

地
域
の
交
通
実
態
に
あ
っ
た
交
通
安
全
教

育
を
実
施
し
、
安
全
意
識
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

自
転
車
安
全
日
街
頭
啓
発

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日
の
「
自
転
車

安
全
日
」
に
、
札
幌
市
内
各
地
で
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
啓
発
で
は
、
交
差
点
等
に
お
い
て
、

警
察
官
や
各
関
係
機
関
・
団
体
の
職
員
等

に
よ
り
歩
道
走
行
そ
の
他
違
法
行
為
を
し

て
い
る
自
転
車
に
対
す
る
指
導
警
告
や
自

転
車
リ
フ
レ
ク
タ
ー
の
取
付
け
及
び
夜
光

反
射
材
の
貼
付
を
実
施
し
、
自
転
車
利
用

者
の
交
通
事
故
の
防
止
や
交
通
ル
ー
ル
の

周
知
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

◦
７
月
18
日　

地
下
鉄
澄
川
駅
周
辺

◦
８
月
１
日　

‌�

地
下
鉄
南
郷
18
丁
目
駅
周
辺

◦
８
月
15
日　

‌�

地
下
鉄
豊
平
公
園
駅
周
辺

◦
９
月
５
日　

厚
別
警
察
署
前

居
眠
り
事
故
防
止
街
頭
啓
発

７
月
14
日
、
岩
見
沢
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

下
り
線
で
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し

て
、
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

啓
発
は
、
道
民
一
人
ひ
と
り
が
安
全
運
転

を
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
同
乗
者
に
、
居
眠
り

防
止
グ
ッ
ズ
等
を
配
布
す
る
な
ど
、
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

赤
レ
ン
ガ
走
友
会 

�

「
第
27
回
１
０
０
キ
ロ
駅
伝
」

毎
年
７
月
に
会
員
の
親
睦
と
錬
成
の
た

め
、「
ニ
セ
コ
〜
赤
れ
ん
が
庁
舎
間

１
０
０
キ
ロ
駅
伝
」
を
実
施
し
、
今
年
で

27
回
目
を
数
え
ま
し
た
。
こ
の
駅
伝
は
、

赤
れ
ん
が
庁
舎
建
設
１
０
０
周
年
記
念
と

し
て
実
施
さ
れ
た
「
赤
れ
ん
が
１
０
０
年

祭
」
の
折
り
に
、
会
と
し
て
１
０
０
キ
ロ

を
１
０
０
年
間
走
り
つ
づ
け
よ
う
と
の
思
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北
海
道
交
通
遭
難
者
慰
霊・交
通
安
全
祈
願
式
の
開
催 

�

及
び
北
海
道
交
通
遭
難
者
家
族
の
会
に
つ
い
て

６
月
28
日
、
滝
川
市
東
公
園
に
お
い
て
「
第
27
回
北
海

道
交
通
遭
難
者
慰
霊
・
交
通
安
全
祈
願
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

黙
祷
の
後
、
北
海
道
交
通
安
全
協
会
会
長
ほ
か
２
名
の

方
か
ら
慰
霊
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
参
加
者
全
員
が
献
花
し
、

交
通
事
故
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
を
慰
霊
し
、
交
通
事

故
防
止
と
交
通
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

交
通
遭
難
者
家
族
の
会
は
、
昭
和
63
年
か
ら
「
北
海
道

交
通
遭
難
者
慰
霊
・
交
通
安
全
祈
願
聖
観
音
菩
薩
像
」
の

下
、
こ
の
祈
願
式
を
他
３
団
体
と
共
催
で
行
い
交
通
遭
難

者
の
供
養
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
交
通
安
全
運
動
へ
の
参

加
や
、
会
独
自
で
行
っ
て
い
る
旗
の
波
運
動
な
ど
の
街
頭

啓
発
を
通
じ
て
交
通
事
故
の
根
絶
を
図
る
た
め
の
活
動
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

道
内
の
交
通
遭
難
者
の
ご
遺
族
の
皆
様
、
こ
の
家
族
の

会
へ
ご
加
入
い
た
だ
き
、
毎
年
６
月
28
日
に
滝
川
市
で
行

わ
れ
る
慰
霊
・
祈
願
式
に
ご
参
列
し
ま
せ
ん
か
。

加
入
申
込
み
等
に
つ
い
て
は
、
滝
川
市
役
所
く
ら
し
支

援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
５
︲
２
８
︲
８
０
１
２
（
直
通
）

� （敬称略）

【交通安全運動支援資金】

■寄附（１口）　
住　所 団　体　名 金額（円）

８月 初山別村 初山別村交通安全協会初山別支部 8,240 

【交通遺児育英資金】

■寄附（４口）　
住　所 個人・団体名 金額（円）

６月 石狩市 中村　照男 5,774 
札幌市 植村　泰也 2,000 

８月
札幌市 植村　泰也 2,000 

札幌市 北海道リース株式会社・
北海道リース株式会社社員会 500,000 

■募金（5口）	 �
住　所 団　体　名 金額（円）

７月 札幌市 株式会社アペックス 9,029 

８月

寿都町 ライダーズミーティングin寿都実行委員会 74,000 
紋別市 紋別市交通安全運動推進協議会 31,726 

栗山町 一般社団法人札幌地区トラック協会
南空知支部 105,480 

七飯町 函館カスタムカー愛好会 12,834 

■箱募金（1口）
団　体　名 金額（円）

７月 鹿追交通少年団 56,284

皆様からのご支援
ありがとうございました。

８月25日　北海道リース株式会社

お互いに　もてたらいいね　思いやり

７月
1000日▶鹿部町、中札内村
  700日▶�砂川市、比布町、 

下川町、増毛町、 
初山別村、美幌町

  500日▶長沼町、根室市
  300日▶美唄市

８月
1500日▶礼文町
  700日▶上川町、訓子府町
  500日▶奥尻町、本別町
  300日▶�北広島市、石狩市、 

網走市

９月（予定を含む）
1500日▶秩父別町
1000日▶天塩町
  700日▶�南富良野町、美深町、

幕別町、白糠町、 
浦臼町

  500日▶�黒松内町、登別市
  300日▶�赤平市

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 交 通 事 故 死 ゼ ロ 日 数 顕 彰 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
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十
勝
管
内
は
１
市
16
町
２
村
で
構
成
さ

れ
、
畑
作
や
酪
農
を
中
心
と
し
た
農
業
が

盛
ん
な
北
海
道
一
の
畑
作
地
帯
で
、
日
本

最
大
の
食
料
基
地
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

管
内
面
積
は
、
14
振
興
局
中
最
大
の
面

積
を
誇
り（
岐
阜
県
よ
り
も
大
き
い
）、
平

野
部
面
積
も
広
い
の
で
、
道
路
も
直
線
が

多
く
、
郊
外
ま
で
舗
装
化
が
進
ん
で
お
り
、

ス
ピ
ー
ド
オ
ー
バ
ー
や
信
号
機
の
な
い
交

差
点
で
の
一
時
停
止
標
識
を
見
落
と
す
な

ど
の
、「
田
園
型（
十
勝
型
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
）」
事
故
で
死
亡
す
る
な
ど
、
重
大
事

故
に
至
る
場
合
も
見
ら
れ
ま
す
。

平
成
25
年
に
は
交
通
事
故
で
21
人
が
亡

く
な
り
、
そ
の
う
ち
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が

起
こ
し
た
事
故
で
の
死
者
数
は
５
人
で
全

体
の
23
・
８
％
を
占
め
て
お
り
、
歩
行
者

の
交
通
事
故
で
も
高
齢
者
が
６
人
死
亡
し

て
お
り
ま
す
。

十
勝
管
内
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口

は
全
体
の
26
・
７
％
（
１
月
１
日
現
在
）

を
占
め
て
お
り
、
高
齢
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や

歩
行
者
の
交
通
事
故
を
抑
止
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
高
齢
者
に
は
、
家
族
や
知
友

人
等
身
近
な
人
か
ら
声
か
け
な
ど
の
ア
ク

シ
ョ
ン
が
あ
る
と
、
安
全
運
転
や
道
路
横

断
の
際
に
信
号
機
の
あ
る
道
路
・
交
差
点

を
渡
る
よ
う
心
掛
け
る
な
ど
の
効
果
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
25
年
度
に
、
高
齢
の

ド
ラ
イ
バ
ー
対
策
と
し
て
、「
と
か
ち
安

全
運
転
呼
び
か
け
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
家
族
、
知
友
人
な
ど
の
近
し

い
関
係
者
が
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
、

車
を
運
転
す
る
と
き
に
「
ス
ピ
ー
ド
を
出

さ
な
い
で
ね
！
」、「
事
故
に
気
を
付
け
て

ね
！
」
な
ど
の
注
意
喚
起
（
呼
び
か
け
）

を
行
い
、
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と

を
目
的
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

19
市
町
村
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
戸
別
訪
問

し
、
賛
同
者
か
ら
宣
言
書
に
署
名
し
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
総
合
振
興
局
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
メ
ー
ル
及
び
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
受

付
し
、
合
計
で
２
、３
２
４
名
も
の
賛
同

者
を
得
て
関
心
の
高
さ
を
実
感
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
宣
言
受
付
は
現
在
も
継
続
し

て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
更
な
る
高
齢
者
事
故
防
止

対
策
と
し
て
、
新
た
に
「
と
か
ち
交
通
安

全
メ
ッ
セ
ー
ジ
作
戦
」
と
し
て
、
当
局
独

自
に
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
法
と
し
て
、
当
局
職
員
が
小
学
校
で

の
交
通
安
全
教
室
や
自
治
体
イ
ベ
ン
ト
に

伺
い
、
児
童
に
対
し
て
交
通
安
全
啓
発
を

行
う
と
と
も
に
、
夜
光
反
射
材
を
貼
っ
た

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
渡
し
、
そ
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
の
裏
に
児
童
が
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
記
入
し
、
児
童
か
ら
家
族
、
特
に
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
高
齢
者

に
渡
し
て
も
ら
い
、
家
族
ぐ
る
み
で
交
通

安
全
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
悲
惨
な
交
通

事
故
を
無
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。イ

ベ
ン
ト
会
場
で
実

施
し
た
「
メ
ッ
セ
ー
ジ

作
戦
」
で
は
、
沢
山
の

親
子
連
れ
が
訪
れ
、
終

了
予
定
時
間
前
に
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
が
完
売
？
し

閉
店
と
な
る
嬉
し
い
事

態
も
見
ら
れ
、
多
く
の

方
が
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
作

戦
」
の
趣
旨
に
賛
同
さ

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
む
子
供
た
ち
の

無
邪
気
な
笑
顔
で
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

無
く
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
本
事
業
を
継
続
し
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
児
童
が
家
族
へ
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
え
、
交
通
安
全
意
識
の
醸
成
と
、

事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
社
会
を
目
指

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
「
食
の

拠
点
」
十
勝
を
発
信
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
あ
る
「
ぶ
た
ど
ん
ま
ん
」
を
用
い
て
い

ま
す
。

帯
広
市

（
十
勝
総
合
振
興
局
）

①

高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故 

�

ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

いい老後　元気生きがい　交通安全
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釧
路
町
は
、
北
海
道
の
南
東
部
、
釧
路

管
内
の
南
部
に
位
置
し
、
東
は
厚
岸
町
、

西
は
釧
路
市
、
南
は
太
平
洋
、
北
は
標
茶

町
に
接
し
て
い
ま
す
。

総
面
積
は
、
２
５
４
・
１
２
㎢
で
、
総
面

積
の
約
74
・
８
％
は
山
林
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
口
は
、
平
成
25
年
で

２
０
、５
０
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
町
の
特
徴
と
し
て
、
釧
路
管
内
を
代

表
す
る
一
大
商
業
集
積
地
と
な
る
セ
チ
リ

太
地
区
、
広
大
な
釧
路
湿
原
を
擁
し
「
釧

路
ほ
く
げ
ん
大
根
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
を

確
立
し
た
農
業
の
中
心
地
で
あ
る
遠
矢
地

区
、「
日
本
一
遅
い
桜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
行
政
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
別

保
地
区
、
陸
上
自
衛
隊
釧
路
駐
屯
地
を
擁

し
木
工
業
、
鉄
工
業
な
ど
が
行
わ
れ
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
い
ぱ
ー
る
を
中
心
と

し
た
福
祉
の
拠
点
と
さ
れ
て
い
る
東
陽
中

央
地
区
、
主
に
漁
業
を
中
心
と
し
、
当
町

の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
３
つ
の
漁
港
を
擁

し
良
質
の
昆
布
、
さ
け
・
ま
す
漁
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
昆
布
森
地
区
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、「
北
太
平
洋
シ
ー
サ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
あ
る
、
当
町
の
約
40
㎞
区

間
の
特
異
な
海
岸
美
は
一
見
の
価
値
が
あ

り
、
毎
年
数
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
名

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
町
の
交
通
状
況
は
、
釧
路
市
と
根
室

市
を
結
ぶ
国
道
44
号
、
中
標
津
町
へ
向
か

う
国
道
２
７
２
号
、
標
茶
町
に
向
か
う
国

道
３
９
１
号
の
３
路
線
を
擁
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
釧
路
管
内
を
始
め
、
道
内
各

地
か
ら
の
観
光
を
目
的
と
し
た
交
通
量
も

多
く
、
季
節
を
通
じ
て
交
通
事
故
も
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25
年
に

は
、
49
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
、
そ
の

内
２
件
が
、
死
亡
事
故
と
な
っ
て
し
ま
い
、

悲
惨
な
交
通
事
故
を
１
件
で
も
減
ら
す
こ

と
が
、
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
運
動
の
取
組
と
し
て
、
釧
路

警
察
署
並
び
に
釧
根
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会

を
始
め
、
各
関
係
機
関
の
積
極
的
な
協
力

も
あ
り
、
特
に
、
春
と
秋
の
交
通
安
全
運

動
期
間
で
は
、
組
織
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。平

成
26
年
４
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
交

通
安
全
街
頭
啓
発
で
は
、
毎
年
、
全
国
的

な
取
組
と
し
て
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目

指
す
日
」
に
伴
い
、
旗
の
波
運
動
や
大
型

の
交
通
安
全
看
板
に
よ
り
、
運
転
者
や
歩

行
者
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町

内
の
小
学
校
で
は
、
毎
年
交
通
安
全
教
室

を
開
催
し
交
通
安
全
指
導
員
の
協
力
の
も

と
、
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
や
横
断
歩

道
で
の
正
し
い
渡
り
方
な
ど
の
交
通
安
全

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

近
年
、
交
通
事
故
死
者
数
の
半
数
を
高

齢
者
が
占
め
る
厳
し
い
交
通
事
故
情
勢
に

的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
24
年
に
は
、

高
齢
者
大
学
を
対
象
に
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
を
活
用
し
た
、
よ
り
実
践
的
な
体

験
型
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
交
通
事
故
は
人
災
で
あ
る
こ

と
を
念
頭
に
お
き
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、

交
通
安
全
へ
の
認
識
を
常
に
心
に
持
ち
、

「
み
ん
な
の
笑
顔
が
輝
く
安
心
の
ま
ち
」

を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
交
通
安
全
啓
発

の
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

釧
路
町

（
釧
路
総
合
振
興
局
）

②

み
ん
な
の
笑
顔
が
輝
く

�

安
心
の
ま
ち
釧
路
町

思いやり　乗せてゆっくり　ふむペダル



7ゆっくり走ろう北海道 2014-10 No.161

地域交通安全実践活動ニュース
平成26年秋の全国交通安全運動 
� 総決起集会
� オホーツク地区交通安全推進協議会
地域から悲惨な交通事故をなくそうと、

秋の全国交通安全運動に先駆けて「平成
26年秋の全国交通安全運動総決起集会」
をオホーツク総合振興局・道警北見方面
本部主催、オホーツク地区交通安全推進
協議会共催で、９月19日、網走市エコー
センターで管内の交通安全関係団体など
関係者120人が参加し開催しました。
主催者挨拶の後、大空町寿老人クラブ

連合会 森進会長が、「高齢者のリーダー
として、地域の高齢者が交通事故の犠牲
にならないよう、交通安全に対する理解
を深め、地域への交通安全の輪を広げて
いきます。」と力強く交通安全宣言を行
い、その後、当管内出身でテレビ・ラジ
オ等で幅広く活躍している、講談師 神
田 山陽 様から交通安全にまつわる講話
をいただき、家庭、学校、職場、地域な
どを通じて、交通安全意識を高め、考え、
行動することが大切であることを確認し
ました。
この後、参加者全員で街頭啓発を行い

ました。

交通安全推進員の声

地
道
な
活
動
の
継
続

交
通
安
全
推
進
委
員
に
就
い

て
は
や
２
年
が
過
ぎ
、
地
域
の
高

齢
者
と
の
親
睦
と
肥
満
解
消
の

た
め
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

学
校
教
育
に
携
わ
っ
た
も
の

と
し
て
、
安
全
教
育
は
「
交
通
安

全
指
導
」
及
び
「
地
震
・
火
災
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
」
ど
ち
ら

も
自
他
の
命
の
大
切
さ
を
考
え

る
と
共
に
自
分
の
命
を
自
分
で

守
る
た
め
の
行
動
が
取
れ
る
よ

う
に
指
導
し
て
き
ま
し
た
。「
交

通
安
全
青
空
教
室
」
で
は
、
地
域

の
子
ど
も
達
の
生
活
圏
で
実
際

の
通
学
路
を
使
用
し
て
「
道
路

横
断
の
安
全
確
認
」
や
「
自
転
車

の
正
し
い
乗
り
方
」を
関
係
機
関

の
連
携
の
も
と
実
施
し
、適
時
そ

の
場
で
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

自
治
会
で
も
、
春
と
秋
の
２

回
、「
交
通
安
全
テ
ン
ト
作
戦
」

と
銘
う
っ
て
地
域
の
幼
児
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
参
加
し
て
国
道

で
の
交
通
安
全
啓
発
活
動
を
展

開
し
ま
し
た
。

安
全
教
育
の
基
本
は
家
庭
・

学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

「
命
の
大
切
さ
」
や
「
思
い
や
り

の
心
」
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

管
内
で
は
、「
高
齢
者
交
通
事

故
防
止
検
証
マ
ッ
プ
」
作
成
時
に

事
例
が
少
な
く
、
今
年
は
作
成

が
難
し
い
状
況
か
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
暮
れ
か
ら
春

先
に
か
け
て
、５
名
の
高
齢
者
が

道
路
横
断
中
の
死
亡
事
故
が
４

件
連
続
し
て
発
生
し
ま
し
た
。

主
に
、
事
故
発
生
時
は
日
没
後

で
薄
暮
の
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
は
歩
行
者
が
非
常
に
見
え
に

く
い
状
況
で
起
き
た
事
故
で
し

た
。
管
内
と
し
て
も
高
齢
者
対

策
が
急
務
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

悲
惨
な
交
通
事
故
防
止
の
た

め
に
多
く
の
関
係
機
関
・
団
体

が
連
携
・
協
力
し
あ
い
地
域
に
密

着
し
た
様
々
な
手
法
で
啓
発
活

動
し
て
い
る
中
で
「
安
全
・
安
心

な
社
会
の
実
現
」
に
着
実
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
信
じ
、
交
通

事
故
対
策
に
は
、
特
効
薬
は
な

く
地
道
な
活
動
を
継
続
し
て
行

う
こ
と
が
大
切
に
思
い
ま
す
。

日高地区

佐 藤 正 規

誰
も
が
皆
か
け
が
え
の
な
い�

�

た
っ
た
一
つ
の
尊
い
命

交
通
安
全
推
進
員
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
決
ま
っ

た
今
年
４
月
。
３
年
前
の
東
日

本
大
震
災
を
思
い
出
し
「
想
定

外
を
な
く
し
地
域
の
交
通
事
故

を
防
ぐ
ん
だ
！
」
と
決
心
し
、

今
日
ま
で
事
務
局
長
を
は
じ
め
、

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
元

「
交
通
安
全
」
と
向
き
合
っ
て

き
ま
し
た
。

私
に
は
５
歳
と
１
歳
の
息
子

が
お
り
、
子
育
て
の
中
で
、
交

通
事
故
の
危
険
を
感
じ
る
場
面

が
多
々
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
は

子
供
達
を
連
れ
、
毎
日
の
よ
う

に
近
く
の
祖
父
の
家
に
遊
び
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
実
家
は
道

路
沿
い
に
あ
り
、
道
路
を
は
さ

ん
で
遊
び
友
達
が
い
ま
す
。
お

互
い
の
家
に
入
っ
て
は
遊
び
道

具
を
持
ち
、
走
っ
て
道
路
に
飛

び
出
す
、
そ
の
危
険
な
繰
り
返

し
に
親
は
ハ
ラ
ハ
ラ
で
す
。
左

右
確
認
を
何
度
教
え
て
も
、
楽

し
さ
に
は
敵
わ
な
い
様
子
で
す
。

し
か
し
親
は
、
子
供
達
が
親

の
手
か
ら
離
れ
る
ま
で
に
「
車

の
恐
ろ
し
さ
」
を
教
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
何
度
も
言

い
聞
か
せ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

お
友
達
の
一
人
が
車
に
す
ご
く

気
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
、
１

歳
の
次
男
を
誘
導
し
て
く
れ
る

姿
を
目
に
し
ま
し
た
。

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
を

悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ

と
は
親
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
全

体
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。
子

供
の
特
性
を
理
解
し
、
子
供
達

に
危
険
の
予
測
と
回
避
を
理
解

さ
せ
る
こ
と
は
根
気
の
い
る
仕

事
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

命
の
大
切
さ
や
他
者
へ
の
思

い
や
り
も
学
べ
る
交
通
安
全
教

育
、
交
通
安
全
推
進
員
と
し
て

母
と
し
て
学
び
な
が
ら
地
域
の

住
民
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

檜山地区

金 子 智 湖

にっぽんを　じまんしようよ　事故ゼロで
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事故のない　明るい未来は　君の手で
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石狩地区..................................... 千歳市 オホーツク地区......................... 小清水町

乙部町つくし保育園の園児が７月16日、ドライバーの皆さ
んに安全運転を呼びかけました。渡されたプレゼントは、園児
が一生懸命作ったお守りと、乙部町に縁のある森久子さん（函
館市在住・95歳）が交通安全への願いを込めて毎年作成し贈
呈されている爪楊枝入れです。

子どもからお年寄りまで、みんなの思いが込められた街頭啓
発でした。

８月１日、国道５号線ドライブイン街において、「セーフテ
ィロードIN道南」を実施しました。これは、函館方面管内に
おいて連続発生した二輪車事故に伴い、二輪車の流入が増加
する時期に合わせ、管内２市19町村が一斉にオリジナル交通
安全フラッグを配付して、ライダーに交通事故防止を呼びかけ
るのもです。この日は、町のキャラクターまんべくんも参加し
て、交通安全指導員とともに交通事故防止の呼びかけをしまし
た。

檜山地区�����������������������������������������������������������乙部町 渡島地区��������������������������������������������������������長万部町

増毛町では、夏の交通安全運動期間の７月18日に、町交通
安全協会や同協会女性部会、町交通指導員など14名で「交通
安全サクランボ作戦」を実施しました。

当日は、女性部会から増毛町特産のサクランボと交通安全パ
ンフレットなどを運転者（約100名）に「安全運転でお願いし
ます」と手渡し、交通安全を呼びかけました。

清里町では例年、清里保育所、やまと幼稚園、斜里警察署、
交通安全活動推進委員会と連携し交通安全街頭啓発活動を実施
しています。

今年は、子どもたちと清里町のゆるキャラ「きよっぴ」で、ド
ライバーに啓発資材を手渡し交通安全の呼びかけを行いました。

子どもたちとドライバーは、街頭啓発活動を通して交通安全
の大切さを学びました。

留萌地区�����������������������������������������������������������増毛町オホーツク地区��������������������������������������������������清里町


